
1-4班　調査結果　合計

綱　名 目　名 科　名 和　名 学　名 調査個体数 国 県 田1-4 田5-8 備考（調査地）

両生綱 ヒキガエル科 Bufonidae アズマヒキガエル Bufo japonicus formosus NT

アマガエル科 Hylidae ヒガシニホンアマガエル ◯ 18 2班＝田5-8＝成体1、3班：田5-8＝成体1、2班＝田1、２＝成体　4匹、田5-8＝
成体　4匹、4版：田1-8＝成体5

2、３，4

Ranidae タゴガエル Rana tagoi tagoi

Ranidae トウキョウダルマガエル Rana porosa porosa ◯ 4 NT NT ○ ○
1班＝成体　１匹、2班＝田5-8＝成体1、3班＝田5-8＝成体1、4版：田1-4＝成

体1＋田8-5＝目視
1、2、3、4

トウキョウダルマガエル（卵塊） ◯ 4 NT NT ○
1班＝卵塊　１、2班＝田5-8＝卵塊2、3班＝田5-8＝卵塊

2
1、2、3

Ranidae ムカシツチガエル Glandirana reliquia ◯ 2 ○ 3班＝田5-8＝成体2 3

Ranidae ニホンアカガエル Rana japonica ◯ 1 NT 1班＝成体　１匹 1

ニホンアカガエル（幼生） ◯ 70 NT 3班＝田5-8＝幼生30、4版：田1-8＝幼生40 3、4

Ranidae ヤマアカガエル Rana ornativentris 要注目

Ranidae ヌマガエル Rana limnocharis ◯ 13 ○ ○
1班＝成体　１匹、2班＝田5-8＝成体　3匹、4版：田8-5＝目視、田1-4＝成体２

＋目視
1、2、4

ヌマガエル（幼生） Rana limnocharis ー 3班＝田1-4＝沢山 3

Ranidae タゴガエル Rana tagoi

アオガエル科 Rhacophoridae シュレーゲルアオガエル Rhacophorus schlegelii ◯ 6 NT 1班＝田1＝成体（アルビノ）　１、田3＝成体1、田6＝成体１,2班＝田3＝成体　1
匹、田5-8＝成体　1匹、4班＝田1-8＝成体１

1、2，4

シュレーゲルアオガエル（幼生） Rhacophorus schlegelii NT

シュレーゲルアオガエル（卵塊） Rhacophorus schlegelii ◯ 9 NT ○
1班＝田1＝卵塊　１、田2＝卵塊２、2班＝田1＝卵塊　２、田2＝卵塊　３、3班＝

田5-8＝卵塊2
1、2、3

127 44 計1-4班　総合計　成体44匹（幼生70、卵塊13） 　1-4班

環境省・生物多様性センター　生物情報収集・提供システムhttps://ikilog.biodic.go.jp/

国外外来種：主に明治時代以降人間の影響によって国外から移入され、その地域において自然繁殖している種

年 月 日 開始時間 終了時間 参加人数 date

2025

5 18 14:00 14:30

9 2025/5/18

2025

5 18 14:00 14:30

10 2025/5/18

2025

5 18 14:00 14:30

10 2025/5/18

2025

5 18 14:00 14:30

11 2025/5/18

2025

5 18 14:30 14:45

2 2025/5/18

2025 5 18 14:30 14:45 3 2025/5/18

2025 5 18 14:00 14:30 6 2025/5/18

51

水田
休耕・
放棄田

水路 池・沼
圃場整備
の状況

水田での
休耕・放棄
の割合

地区が
森林に
接して
いる

U字溝や
舗装道路
を挟まず
に接して
いる森が

1班 通常 ○× ○× ○ × 一部 一部 大部分 はい

2班 通常 ○× ○× ○ × 一部 一部 大部分 はい

3班 通常 ○× ○× ○ × 一部 一部 大部分 はい

4版 通常 ○× ○× ○ × 一部 全部 大部分 はい

ニホンアカガエル トウキョウダルマガエル シュレーゲルアオガエル

2025/5/18 1班 　田1-8 1 2 6

2025/5/18 2班 　田1-8 0 2 7

2025/5/18 3班 　田1-8 0 3 1

2025/5/18 4班 　田1-8 0 8 1

本サイト確認
種

本サイト
確認種

RDBランク 確認箇所 国内　　外来
種

主担当者以外の調査参加者

無尾目

○

アカガエル科

○

○

○

　　　　国（2020年版）・・・ＣＲ：絶滅危惧ⅠＡ類　ＥＮ：絶滅危惧ⅠＢ類　ＶＵ：絶滅危惧Ⅱ類　ＮＴ：準絶滅危惧　　

　　　　県・・・栃木県指定　『レッドデータブックとちぎ　2023』（栃木県、2023年3月）　記載種

　　　　　   　絶滅：絶滅種　　ＣＲ：絶滅危惧ⅠＡ類　ＥＮ：絶滅危惧ⅠＢ類　ＶＵ：絶滅危惧Ⅱ類　ＮＴ：準絶滅危惧　要注目：注目すべき生物

調査条件

調査年月日

1班：調査者名　　9名（大人　7名　子供　2名）　リーダー：菅原さん、飯高さん（BS）　記録
係：Tさん（宇都宮大学学生）

■1班　調査結果
菅原さん、飯高さん（BS）、記録係：Tさん（宇都宮大学学生）

●トウキョウダルマガエル（RDBランク国NT／県NT）：１　＜成体　１匹
［田5]＞
●トウキョウダルマガエル卵塊（RDBランク国NT／県NT）：１　＜卵塊　１
[田5]＞
●ニホンアカガエル（RDBランク県NT）：１　＜成体　１匹[田1]＞
●ヌマガエル：１　＜成体　１匹［田6］＞
●アオガエル：3　＜田1＝成体（アルビノ）　１　＜田3＝成体1、田6＝成
体１［田1、田3、田6］＞
●シュレーゲルアオガエル卵塊（RDBランク県NT）：3　＜田1＝卵塊　１、
田2＝卵塊２［田1、田2］＞

■1班　合計　成体6匹（卵塊4）

2班：調査者名　　10名（大人　10名　子供　0名）　リーダー：増田さん_和嶋さん（BS）　記録
係：Nさん（宇都宮大学学生）

■2班　調査結果
増田さん_和嶋さん（BS）、記録係：Nさん（宇都宮大学学生）

●ニホンアマガエル：４＜田5-8＝成体　4匹［田5-8］＞
●ヒガシニホンアマガエル：8＜田1、２＝成体　4匹、田5-8＝成体　4匹
［田1、田2、田5-8］＞
●トウキョウダルマガエル（RDBランク国NT／県NT）：１＜田3＝成体　1
匹［田3］＞
●トウキョウダルマガエル卵塊（RDBランク国NT／県NT）：1＜田3＝卵塊
１［田3］＞
●ヌマガエル：3＜田5-8＝成体　3匹 ［田5-8］＞
●シュレーゲルアオガエル（RDBランク県NT）：2＜田3＝成体　1匹、田5-
8＝成体　1匹［田3］＞
●シュレーゲルアオガエル卵塊（RDBランク県NT）：5＜田1＝卵塊　２、
田2＝卵塊　３ ［田1、田2］＞

■2班　合計　成体18匹（卵塊6）

3班：調査者名　　10名（大人　7名　子供　3名）　リーダー：新橋さん_山田さん（BS）　記録
係：Sさん（宇都宮大学学生）

■3班　調査結果
新橋さん、山田さん（BS）、記録係：Sさん（宇都宮大学学生）

●ニホンアマガエル：１＜田5-8＝成体1＞
●トウキョウダルマガエル（RDBランク国NT／県NT）：１＜田5-8＝成体1
＞
●トウキョウダルマガエル卵塊（RDBランク国NT／県NT）：2＜田5-8＝卵
塊2＞
●ムカシツチガエル：2＜田5-8＝成体2＞
●ニホンアカガエル（幼生）（RDBランク県NT）：30＜田5-8＝幼生30＞
●ヌマガエル（幼生）：たくさん＜田1-4＝沢山＞
●シュレーゲルアオガエル（幼生）（RDBランク県NT）：１＜＞
●シュレーゲルアオガエル（卵塊）（RDBランク県NT）：１

■合計　成体14匹（幼生30、卵塊3）

調査地区
ごとの

環境条件

調査地区名
調査方法
（通常or

サンプリング法）

地区内に含まれる
水辺タイプ（○か×を記入）

水辺環境の状態

新たな卵塊数

調査年月日 調査地区名 区画名

新卵塊数

成体、幼体、卵塊含む総数

成体、幼体、卵塊含む総数

成体、幼体、卵塊含む総数

成体、幼体、卵塊含む総数

班

その他備考

備考

4チーム　合計 参加人数

森林との連続性

4班：調査者名　　11名（大人　9名　子供　2名）　リーダー：冨野さん_萩原（BS）　記録係：K
さん（宇都宮大学学生）

■4班　調査結果
冨野さん_萩原（BS）　記録係：Kさん（宇都宮大学学生）

●ヒガシニホンアマガエル：５＜田1-8＝成体5＞
●トウキョウダルマガエル（RDBランク国NT／県NT）：１＜田1-4＝成体1
＋田8-5＝目視＞
●ニホンアカガエル（幼生）（RDBランク国NT／県NT）：40＜田1-8＝幼生
40＞
●ヌマガエル：2＜田8-5＝目視、田1-4＝成体２＋目視＞
●シュレーゲルアオガエル（RDBランク県NT）：1＜田1-8＝成体１＞

■合計　成体9匹（幼生40）

有識者：青柳さん［監事］、中島さん（栃木両生類爬虫類の会） 各班同行、カエル同定、講評

管理者：赤堀　雅人さん、雅代さん、詩樹ちゃん

事務局メンバー

調査条件の備考


